


石鉢ふれあい交流館でぴんぴんオリンピック（体力
測定会）がこのほど開催され、本町健康づくり教室
ぴんぴんしてる会 の修了生を中心に 名が参加し

ました。
オリンピックは腹筋や 分間歩行等 種目を同会修
了の有志 名のボランティアスタッフが測定。上位記
録者には表彰状が送られました。
介護予防として力を入れている腹筋の最高記録は、
歳男性の 回、 歳女性の 回でした。参加者は日

頃の運動習慣の成果を確かめ、今後の体力づくりへの
意欲を高めていました。

階上町交通安全母の会連合会（阿部栄子会長）が
月 日、町内の各小学校・保育園・児童館に交通安全
カレンダーを配布し、児童・園児の交通安全に一層努
めるように働きかけを行いました。
これは、当母の会連合会の交通安全推進事業の一環
として、春の全国交通安全運動期間に向けて毎年行わ
れているものです。
子どもたちを交通事故から守るため、運転者の皆さ
んは徐行や一時停止をするなど 思いやりのある運
転 を、家庭や職場・地域においては周辺の危険箇所
や安全な通行方法等について確認をする、交通ルール
や交通マナーについて話し合いをしてみましょう。

月 日、町内小・中学校で入学式が行われ、今年

度は 名が新たに入学しました。

石鉢小学校（石田隆雄校長）では新入生 名がご両

親や、先生方、在校生が待つ体育館に入場。新入生紹

介の際はやや緊張しながらも、名前を呼ばれると元気

のよい返事をしていました。

新入生の皆さん、多くの友人をつくり、楽しい学校

生活を送ってください。

なお、今年度の町内小・中学校入学者数は左下のと

おりです。

階上小学校 道仏小学校
石鉢小学校 大蛇小学校
赤保内小学校 小舟渡小学校
金山沢小学校 階上中学校
登切小学校 道仏中学校



階上町消防団（寅谷正美団長）は 月 日、毎年こ

の時期に全国各地で多く発生する林野火災に対応する

ため、中継送水訓練を行いました。

階上岳山麓の道路脇からの出火を想定した訓練には

団員 名と車両 台が参加。付近に水利がないため、

森の交流館近くの沢の水を標高差約 、距離約

の火元まで中継して放水、消火しました。

上久保満男八戸東消防署階上分署長は 火元に有効

な放水圧力が届き非常に良かった と講評し、訓練は

無事に終了しました。

月 日、春の火災予防運動に伴い、大蛇地区婦人

消防クラブ・小舟渡婦人消防クラブの会員 名が町内

のホームセンター、スーパーで手作りの防火マスコッ

ト 個の配布を行いました。

会員の皆さんは 災害のないまちづくりをしましょ

う と訪れた人達に拍子木や半纏の形をしたマスコッ

トを手渡し、火災予防を訴えていました。

春先は空気が乾燥し、火災の起こりやすい季節です。

火の取り扱いには十分に注意しましょう。

月 日、赤保内集会所で赤保内仲良しクラブ

入所式が行われ、関係者約 名が出席し学童保育

開設を祝いました。

同クラブは、階上町放課後児童健全育成事業の

一環。共働き等により子どもが学校から帰っても

家庭に保護者がいない小学校低学年（ 学

年）の児童を対象に、遊びを主とする活動を通し

ながら安全な生活指導をするなど、子どもの健全

育成を図ることを目的としています。

現在 名が利用しており、子どもたちは地域の

人たちに見守られながら、楽しく仲間づくりをし

ていきます。





メキシコ五輪銀メダリスト、ボストンマ
ラソン優勝、 度にわたるオリンピック出
場等、マラソン王国ニッポンを牽引してき
た君原氏が自身のマラソン人生を語ります。

道仏中学校校舎改修工事のため、学校の授業等に体育館を使用します。そのため、
ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

体育館は まで開館していますので、工事期間中でも の間はご利用いただけます。

情報公開制度は、行政文書を公開することによって、町の保有する情報の一層の公開を図り、町の活動を町
民の皆さんに説明するとともに、公正で民主的な開かれた町政を推進することを目的としています。
平成 年度の実施状況は次のとおりです。

町の行政資料などを閲覧できる情報公開コーナーは、役

場庁舎 階ホワイエにあります。開示請求は総務課総務グ

ループで受付しています。



役場から送付される納税通知書により、納付してください。

日本が戦後新しく生まれ変わったとき、何よ

りもまず国民の基本的人権の擁護と人権尊重思想

の普及高揚が強く求められ、基本的人権の尊重を

基調とした日本国憲法が制定されました。

このような背景の下に、昭和 年にまず政令に

基づいて人権擁護委員制度が設けられ、翌 年

月 日に人権擁護委員法が施行されました。これ

により、地域住民の中にあって国民の基本的人権

を擁護する機関である人権擁護委員制度が誕生し

ました。

毎日の暮らしの中で起こる様々な問題がありま

す。土地・建物の登記、土地の境界争い、遺産相

続、戸籍の取扱い、国際結婚、国籍の取扱い、家

賃等の供託、借地・借家、遺言、近所等のトラブ

ル、セクハラ、子どものいじめ問題など、心配事

はありませんか？

そんな時、町の人権擁護委員に相談してくださ

い。相談は無料で秘密は守られます。

橋 場 敏 雄（ 榊 ）

北 城 忍（ 榊 ）

松 倉 チ ヱ（金山沢）

坂 下 武 治（野場中）

桑 原 則 子（赤保内）

口座振替制度とは、ご指定の金融機関の預貯金口座から、町税等の納期限の日に自動的に振り替えて納
める便利な制度です。簡単な手続きで、安全にしかも確実に納めることができます。

最寄の金融機関、郵便局の窓口に申込用紙を備え付けてありますので、預貯金口座のある金融機関及び
郵便局の窓口でお申込みください。申込みをする際は、預貯金通帳とその印鑑、申込みをされる町税等の
納税通知書等の通知番号の分かる書類をご持参ください。

青森銀行（本・支店）、 みちのく銀行（八戸市内）、 八戸広域農業協同組合階上支店、 八戸信用金
庫、 青森県信用漁業協同組合連合会（階上漁協）、 郵便局

町県民税（普通徴収）、 固定資産税、 軽自動車税、 国民健康保険税、 介護保険料

期 別

第 期

第 期

第 期

第 期

納 期

昼間留守がちな方々を対象に、夜間納税相談を実施し
ます。お電話での相談にも応じますので、お気軽にご利
用ください。

相談日
時 間
場 所 町民課 税務グループ

日 時

場 所



固定資産税の価格（課税標準額） 税率

課税の基礎となる価格は、固定資産評価基準によって価格を決定したあと固定資産課

税台帳に登録されます。

％（標準税率）です。

町内に所有する土地、家屋、償却資産ごとの課税標準額の合計が、次の金額に

満たないときには課税されません。 土地 万円 家屋 万円 償却資産 万円

土地

イ 住宅用地の特例 住宅の敷地となっている土地（住宅用地）についての特例です。住宅用地は、

建物の床面積の 倍までです。店や事務所などと居住部分が つの土地の上にある場合は建物の全体

の 倍を限度として居住部分の割合を基準とした一定の率により住宅用地が算出されます。

税額 （評価額 ） 税率

ロ 小規模住宅用地の特例 住宅用地のうち特に必要最小限の部分（ ）を更に 分の に軽減

するものです。小規模住宅用地は、戸数 戸について ですから、アパートなど独立した部分に

分かれている建物の敷地については、その部分の数 まで認められます。残りの部分は住宅用

地の特例を受けます。

税額 （評価額 ） 税率

ハ 負担調整措置 年に一度の土地の評価替えに伴う税負担の増加を緩和するための措置です。こ

の負担調整措置によって、毎年徐々に評価額に基づく税負担に近づけていくことになります。従来は、

前年度の課税標準額に、負担水準の区分に応じて異なる負担調整率を乗じる方式 でしたが、平成

年度から、 前年度の課税標準額に一律に当該年度の評価額（住宅用地にあっては、 又は

を乗じた額）の ％を加える方式 となります。

家屋

新築住宅の特例 平成 年 月 日までに新築された住宅で、一定の基準に該当するものは、新築後

年間、居住部分の床面積が （ を超えるものは 相当分）までの部分について、税額の

分の の額が減額されます。

一定の基準とは

イ 専用住宅や併用住宅であること（なお、併用住宅については、居住部分の割合が 分の 以上のも

のに限る）。

ロ 床面積要件 （一戸建以外の貸家住宅にあっては ）以上 以下

償却資産

特殊な償却資産についていくつかの特例が設けられています。

区 分

土 地

家 屋

償却資産

課 税 台 帳 等 の 名 称

土地登記簿又は土地補充課税台帳

建物登記簿又は家屋補充課税台帳

償却資産課税台帳

種 類

田、畑、宅地、山林、池沼、牧場、雑種地など

住宅、店舗、工場、倉庫、事務所など

事業の用に供することのできる設備、機械器具など

固定資産（土地、家屋及び償却資産）に対し、その資産価値に課される税金です。

固定資産税は、毎年 月 日現在で固定資産（土地・家屋・償却資産）を所有している

人が納付することになります。この場合の所有者とは固定資産の課税台帳等に所有者として登録されてい

る人をいいます。



自分の体の健康状態を確認し、病気を早期発見・早期治療するた
めです。右のグラフはがんを健（検）診で発見した人とそうでない人
で、生存率にどれくらいの差があるかを示したものです。

ことがわかります。大腸がんは全国的に増加しており、当町も
例外ではありません。手術により人工肛門となり身体障害者手帳を
申請する方が増えています。

当町の健（検）診は大きく つに分かれています。自分に合うもの
を選んでぜひ受けてください。料金等は 月号広報をご覧ください。

八戸市総合健診センターでの健（検）診

基本健診 歳以上
肺・大腸・胃がん 歳以上
乳 が ん 歳以上
子宮がん

対象 歳以上の国保加入者
基本健診、大腸・胃がん 歳以上
（または 歳以上の障害者手帳所持者）
子宮がん

八戸市総合健診センターでの健（検）診

地 区 指 定 日 に
受 診 す る 方

（送迎バスが出ます）

地区指定日以外に
受 診 す る 方

西部は 月、東部は 月、石
鉢・赤保内小学区は 月広報に
申込チラシ（黄色）を入れます。

詳しくは 月号広報をご覧くだ
さい。

階上町の住民健診（また
は国保人間ドック）を受け
たい と伝えてください。

住民健診は 日前ま
でに健診センターか
ら、国保人間ドック
は 日前までに保健
福祉課から届きます。

地 区 指 定 日 に
受 診 す る 方

（送迎バスが出ます）

地区指定日以外に
受 診 す る 方

健 診 名 対 象 者 受 診 料

基 本 健 診（循 環 器）

生活習慣病予防健診

歳以上

歳

円（ 歳以上・生活保護世帯は無料）

円

月 日 から 日 までは、春の行政相談週間です。毎日の生活のなかで、国の行政が行う仕事につ
いての苦情や意見・要望などはありませんか？行政相談員が 無料 で 秘密を厳守 し、親身になって
相談をお受けします。手紙や電話でもお受けしますので、お気軽にご相談下さい。

相談日は、毎月第 火曜日となっていますが、巻末掲載の まちのガイド をご覧になり、
お間違いの無いようにお出かけください。



・

・
・

・



．募集人員 シニアの部 名（町内在住で 歳以上の方）一般の部 名（町内在住で 歳未満の方）
．開催期日 月から 月まで毎月 日間で延べ 日間〔各部とも火・水曜日の連続 日間開催〕

合同開講式は 月 日 です。
．開催場所 陶芸作業所（追越集会所前）
．開催時間 午前 時から午後 時まで
．参加費用 年会費 円及び粘土代（ 当たり 円）等の教材費が必要です
．申込期限 月 日 まで



階上町歴史研究会では、今年度も歴史講座を開講します。町にはまだ貴方が知らない歴史がたくさんありま
す！今年度は全 回、選択受講も可能です。どうぞお気軽にご参加ください。

講師の都合等により日程が変更となる場合があります。
受講料とは別に材料費、見学料等がかかります。
日程変更や別途費用についてはハガキで連絡しますので、必ず申し込みを行ってください。

対 象 一般成人 受 講 料 各講座 円（材料代別）
申込み方法 電話、 又は直接申し込みください。

回 日 時 テ ー マ 講 師 場 所

階上町歴史研究会
舘花 久二男 氏

階上町歴史研究会
正部家 奨 氏

海中山西光寺住職
辻 良正 氏

青森県埋蔵文化財センター
小田川 哲彦 氏

階上町歴史研究会
音喜多 和巳 氏

ハートフルプラザ・
はしかみ 大会議室

ハートフルプラザ・
はしかみ 集合出発

ハートフルプラザ・
はしかみ 大会議室

ハートフルプラザ・
はしかみ 大会議室

石鉢ふれあい交流館

回 日 時 テ ー マ 講 師 場 所

平成 年の年平均の全国消費者物価指数が、対
前年マイナス ％であったため、平成 年度の
年金額は、前年度より ％少ない額となりまし
た。

平成 年 月分から新しい年金額となりました
ので、 月の定期支払（ 月分及び 月分）から
変更となります。
お問い合わせ・ご照会は、ねんきんダイヤル
（すでに年金を受給している方は

）またはお近くの社会保険事務所までお願
いします。

月 日に階上町剣道協会のご協力で検定試験が行われ、 名が下記の級に昇級しました。
また、階上剣道クラブでは会員を募集しています。詳しくは下記までお問い合わせください。

内 城 尚 礼 級
山 崎 智 貴 級
出 川 友 哉 級
大 坂 武 瑠 級
島 守 良 誓 級

夏 堀 翔 級
夏 堀 翼 級
大 坂 瑠 輝 級
黒 澤 俊 祐 級

内 城 尚 礼 級
山 崎 智 貴 級
出 川 友 哉 級
大 坂 武 瑠 級
島 守 良 誓 級

夏 堀 翔 級
夏 堀 翼 級
大 坂 瑠 輝 級
黒 澤 俊 祐 級



階上アマチュア無線クラブでは、下記の日程で講習会（許可
番号 ）を開催します。無線法規、無線工学の講義終了
後、試験に合格すると第 級アマチュア無線技士の国家資格が
与えられます。
日 時 月 日 （昼食持参のこと）
会 場 ハートフルプラザ・はしかみ 階大会議室
条 件 第 級アマチュア無線技士の資格を有する者
費 用 円（教科書・問題集・免許申請代含む）

日程 次試験 月 日

次試験 月 日

場所 本会場 国立八戸工業高等専門学校

準会場 各学校、予備校、塾等

対象 総合的英語力を試し、生かしたい方

費用 受験級・受験会場により異なります

人事院では、国家公務員採用 種試験（高校卒業
程度）を実施いたします。

で、
（郵送により申し込む場合は、最終日消印有効）、
第 次試験は 月 日 に行います。
なお、申込用紙の請求や受験資格等の内容につい

ては、人事院 （
）又は下記にお問い合わせください。

募集種目

応募資格

受付期間
次試験 月 日

第 救急隊長 五戸 善行

消 防 士 長 戸来 篤史

巡査部長 大沢 利男

巡 査 長 澤野 一夫

誰もが 時間安心して暮
らせるまちづくりを目指し
て頑張りますので、よろし
くお願いします。

階上町が災害のない町に
なるように、また、町民の
お役に立てるように頑張り
たいと思います。よろしく
お願いします。

出身は倉石村で妻、長女
の 人家族です。階上町の
安全・安心・まちづくりの
ため頑張りますので、よろ
しくお願いします。

出身は八戸市、趣味は魚
釣り（岸壁）です。微力で
すが頑張りますので、町民
の皆様よろしくお願いしま
す。



 

（

才
）

小
舟
渡
児
童
館

（

才
）

新
田
児
童
館

成 田 商 店

青 葉 清 掃

マ モ ル 商 運

クリーン中栄

柏 崎 清 掃 社

環 境 技 術

第 一 清 掃

東司清掃管理

タウン清掃社

河 村 産 業 開 発

日 新 管 財

ノ ザ ワ

ダスクリーン

八 戸 清 運

東 北 有 機

伊 藤 商 事

ナツサカ消毒

七 役 建 設

清 掃 テ ク ノ
サ ー ビ ス



自
転
車
は
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な

ど
と
同
じ

車
両

の
仲
間
で
す
。
県

内
で
は
、
こ
こ

年
間
平
均
し
て
毎
年

死
者

人
（
負
傷
者

人
）

も
の
ペ
ー
ス
で
自
転
車
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
運
転
の
際
は
必
ず
次
の
こ

と
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

交
差
点
は
信
号
に
従
う

一
時
停
止
標
識
の
交
差
点
、

字

路
路
交
差
点
で
の
一
時
停
止

年
末
年
始
・
土
日
祝
日
を
除
く
、

時

分

時

分
）

今
年
の
定
期
人
事
異
動
に
よ
り
、

次
の
二
名
が
着
任
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
救
急
隊
長

五
戸

善
行

消
防
士
長

戸
来

篤
史

こ
れ
か
ら
新
天
地
で
大
い
に
頑

こ
の
時
期
は
行
楽
期
と
併
せ
て

林
野
火
災
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り

ま
す
。

火
災
と
い
え
ば
建
物
火
災
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
全
国
各
地
で

林
野
火
災
が
発
生
し
、
多
く
の
緑

豊
か
な
自
然
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
一
度
林
野
火
災
に
対
す
る
認
識

を
更
に
深
め
る
と
と
も
に
、
森
林

の
保
全
と
地
域
の
防
災
に
努
め
ま

し
ょ
う
。
又
、
平
成
十
八
年
度
山

火
事
防
止
運
動
強
調
月
間
が
、
四

月
十
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
の

二
ヶ
月
間
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
全

国
統
一
防
火
標
語
に

火
の
用
心

森
の
恵
み
を

未
来
ま
で

を
掲

げ
、
山
火
事
防
止
に
努
め
て
お
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

以
上
の
こ
と
を
守
り
、
私
達
の

心
に
潤
い
と
安
ら
ぎ
を
与
え
て

く
れ
る
自
然
を
火
災
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

＠

受
付
期
間

一
次
試
験

試
験
場
所



お
浸
し
な
ど
に
し
て
食
べ
る
こ

と
で
お
な
じ
み
。
近
年
、
ス
ー

パ
ー
や
青
果
店
な
ど
の
店
先
に
も

食
用
野
菜
と
し
て
一
年
中
見
ら
れ

る
。
本
来
は
水
田
や
小
川
な
ど

湿
っ
た
と
こ
ろ
に
生
え
る
。

こ
の
セ
リ
は
春
の
七
草
に
も
入

れ
ら
れ
て
い
て
、

セ
リ
・
ナ
ズ

ナ
・
ゴ
ギ
ョ
ウ
・
ハ
コ
ベ
ラ
・
ホ

ト
ケ
ノ
ザ
・
ス
ズ
ナ
・
ス
ズ
シ

ロ

の
一
番
先
に
あ
げ
ら
れ
て
い

る
。
夏
花
が
咲
く
頃
は
も
う
硬
く

な
っ
て
い
る
。

名
前
の
セ
リ
は
小
川
や
水
田
に

セ
リ
が

競
り

あ
う
よ
う
に
増

え
、
花
が
咲
く
と
草
丈
を

競

り

あ
う
と
こ
ろ
か
ら
と
い
う
。

金
浜
村
（
現
八
戸
市
）
に
潜
居

し
て
三
代
目
の
彦
四
郎
則
通
の
子
、

中
則
は
寛
文
年
中
（
一
六
六
一

七
三
）
に
初
め
て
山
伏
と
な
っ
て

了
学
院
を
名
乗
り
、
そ
の
子
、
常

法
院
則
直
か
ら
了
学
院
中
直
ま
で

三
代
に
わ
た
っ
て
修
験
で
別
当

（
神
職
）
を
勤
め
た
と
言
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
子
、
彦
大
夫
幸

通
が
神
職
と
な
り
寛
延
元
年
（
一

七
四
八
）
戊
辰
年
に
上
京
し
て
神

祇
官
の
裁
許
状
を
受
け
て
中
居
伊

勢
守
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
人

を
神
主
の
元
祖
と
な
す
と
あ
り
、

そ
れ
よ
り
代
々
連
綿
と
続
き
、
二

代
愛
通
は
明
和
三
年
（
一
七
六

六
）
丙
戌
年
六
月
上
京
し
て
従
五

位
下
安
芸
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
三
代

英
通
は
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）

壬
子
年
上
京
し
て
大
宮
司
の
神
職

名
の
免
許
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
四
代
日
向
正
政
通
、

五
代
但
馬
正
泰
通
、
そ
し
て
、
六

代
当
神
主
、
中
居
嘉
次
満
通
成
に

至
っ
た
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
神

社
や
神
職
の
起
源
を
尋
ね
る
と
九

戸
政
実
の
思
顧
に
繋
が
る
の
で
し

た
。そ

れ
に
し
て
も

九
戸
神
明

が
金
浜
へ
勧
請
さ
れ
、
そ
の
後
、

新
井
田
、
中
居
林
、
長
者
山
、
廿

三
日
町
へ
と
数
回
に
わ
た
る
遷
座

は
何
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
ま

し
ょ
う
か
。
歴
代
の
神
職
の
精
進
、

昇
進
は
勿
論
の
事
で
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
時
、
そ
の
地
、
人
に
恵
ま
れ

て
物
事
は
治お
さ

ま
る
も
の
で
あ
り
、

逆
に
こ
の
連
携
が
崩
れ
る
と
離
散

し
ま
す
。

い
つ
の
時
代
、
だ
れ
が
援
助
者

と
な
っ
て

九
戸
神
明

ロ
ー
ド

が
開
か
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今

は
謎
と
し
て
残
し
て
置
き
ま
し
ょ

う
。

正
部
家

奨

作
・
佐
藤

明

画

夏に涼しげな花を咲かせる



火

水

日

火

土

日

火

土

日

土

日

火

行政相談日（総務課）

教育相談日（教育課）

修学旅行 日（階上中）

歳 か月児健康診査（ 年 月 年 月生まれ）（保健福祉課）

剣道クラブ（教育課） 【ノー行事デー】

民俗資料収集館開放日（教育課）

君原健二氏講演会（教育課）

剣道クラブ（教育課）

第 回はしかみつつじマラソン大会（教育課） ゲストランナー 君原健二氏

大蛇小運動会

公民館講座合同開講式

石鉢小運動会

剣道クラブ（教育課）

運動会（階上小 赤保内小 金山沢小 登切小 道仏小 小舟渡小）

三戸郡総合体育大会（ 日）

剣道クラブ（教育課）

民俗資料収集館開放日（教育課）

ハートフルプラザ はしかみ

役場 階第 会議室

ハートフルプラザ はしかみ

町民体育館

民俗資料収集館

ハートフルプラザ はしかみ

町民体育館

中央体育館

大蛇小

ハートフルプラザ はしかみ

石鉢小

町民体育館

三戸町

町民体育館

民俗資料収集館

スタート

期間 月 日 月 日
行事等の問い合わせ【担当課】【施設】へ

金 澤 輝
きら

（城 二・弘 美） 榊

鈴 木 寿
とし

弥
や

（光 悦・智 子）耳ケ吠西

横 田 征
せい

志
し

朗
ろう

（雅 浩・恵 美）蒼 前

泉 原 悠
ゆう

人
と

（紀 智・まり子）野場中

上 平 侑
ゆう

摩
ま

（ 隼 ・澄 香）荒 谷

松 倉 温 大
と

（憲 司・修 子）金山沢

田名部 彩
あや

花
か

（純 一・悦 子）耳ケ吠西

下 野 咲
さ

空
く

矢
や

（純 一・久美子）野場中

野 沢 岩 雄（ ・赤保内）

小 林 正 彦（ ・道 仏）

松 川 重 吉（ ・石 鉢）

上長根 マツヱ（ ・ 榊 ）

下 野 重 雄（ ・小舟渡）

續 石 末 松（ ・小舟渡）

関 川 ソ ヨ（ ・蒼 前）

（年齢・地区名）

（父の名・母の名） （地区名）

上 沢 真 吾（道 仏）
柴 田 久美子（弘 前 市）

（住所又は元の本籍）


